
 

 

 

 

 

  

令和４年度 学校だより                               校  訓 明るく かしこく たくましく 

                                                    合い言葉 自分のために みんなのために 

                              令和４年７月２０日 第１３号 文責 大山 寛 

『志合わせて夢実現プロジェクト』
について Ｐａｒｔ ２ 
 
ご存じのとおり、本校も含め合志市内の全小中
学校では、『志合わせて夢実現プロジェクト』と
いう子どもたちの夢を実現させるための基盤づく
り、社会人・家庭人としての基盤づくりを行うプ
ロジェクトを行います。前回の学校だよりから繰

り返しとはなりますが、夏休み前に再度確認をさ
せていただきます。このプロジェクトは、次の１
～５の「５つのプロジェクト」から成り立ってい
ます。 

１ Ｍｙプロジェクト 
※子どもたち自身が行います。 

２ Ｈｏｍｅプロジェクト 
※各ご家庭で取り組んでください。 

３ Ｓｃｈｏｏｌプロジェクト 
※学校で取り組みます。 

４ Ｃｏｍｍｕｎｉｔｙプロジェクト 
※地域と連携・協働します。 

５ Ｋｏｓｈｉ Ｃｉｔｙプロジェクト 

※行政もがんばります。 

今回は、「Ｈｏｍｅプロジェクト」について振
り返ります。内容は３つで、ご家庭で子どもたち
と実施していただきたいプロジェクトです。今後
ＰＴＡとも連携してお願いしたいものです。 
 
２ Ｈｏｍｅプロジェクト 
①「あいさつと返事をしよう（あいさつと返事）」  

②「家事を分業しよう（家事分業）」  

③「会話をしよう（会話）」 

 

①人と関わり合って生きるとき、基本ともいうべきものが

挨拶・返事です。自分から先に声をかけ、目を合せて、

笑顔の挨拶ができているかしっかりと確認して下さい。

まずは、家庭や学校で丁寧に実践したいものです。また

「はい」をうまく使うことこそコミュニケーション能力

獲得の重要な要素と考えられます。 

②家庭も小さな社会です。自分の居場所を作るためには「

自分の役割」が必要です。「自分のことは自分でする」だ

けでなく、誰かの役に立つことをして喜ばれることこそ

が人を成長させます。「机に座っている」だけ、「成績さ

え上げれば」では、「本当の学び」ができずに「生きる力

」は身につきません。        ※③は右上へ 

 

③うれしかったこと、悲しかったこと、腹が立ったこと、

どんな小さなことでもかまいません、目を合せて何でも

聞いてやることが大切です。また、地域や学校から出さ

れている文書は、とても重要なものや提出期限があるも

のもあります。家族みんなで毎日確認する習慣を作って

もらいたいと思います。 

 
 
 
 
 
 
 
 

５年生集団宿泊教室を実施しました 
 

７月１１日（月）から５年生の集団宿泊教室
を実施しました。本年度は、新型コロナウイル
ス感染拡大防止のため、菊池少年自然の家での
例年にはない２つのグループに分けての実施と
なりました。 
 ７月１１日（月）・１２日（火）は５年１組・
３組、７月１２日（火）・１３日（水）は５年２
組・４組の実施でした。新型コロナウイルス感
染拡大防止と熱中症防止の対策を行いながらの
集団宿泊教室の実施中でした。１日目は、ハイ
キングやニジマスつかみ、川遊び、ナイトゲー
ム、２日目はＱハンティングを体験しました。 
児童からは、「ハイキングは、少しきつかった

けど、自然の中をみんなで歩けて楽しかったで
す。」「川遊びは、気持ちよかったです。」「思い
出に残る経験ができて良かったです。」などの感
想を聞くことができました。保護者の皆様のご
理解とご協力に感謝申し上げます。  
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 


